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2019 年調査研究などでの来館者

Elasmosaur
Hoppy

小林快次教授（北大総博）、高崎竜司氏（北大）

（1/17-20、1/28-29、2/26、2/28-3/2）カムイサウルス論

文製作のために来館されました。小林教授 (当時は准教授 )には

ゴビサポート・ジャパン穂別工場で製作していたカムイサウルス

全身復元骨格（レプリカ）の監修でも穂別まで来て頂きました。

佐藤たまき准教授（東京学芸大）

（8/26-27）首長竜化石の観察をされました。

ホベツアラキリュウ全身復元骨格修正（＠ゴ

ビサポート・ジャパン）でも穂別まで来て頂

きました（2/20-22）。

一田昌宏学芸員（豊橋市自然

史博物館）（6/11）化石クリーニ

ングの設備を視察されました。

池田昌之助教・ルグラン ジュ

リアン研究員ほか計 4名（静

岡大学）（8/13-16）カムイサウ

ルス産地の地質調査と植物化石の調

査を行いました。

田中嘉寛学芸員（大阪市立自

然史博物館）（8/21-23）クジ

ラ化石の研究を進めました。

松井久美子特別研究員（九大

博）（10/20,22）イルカ化石の

研究を進めました。

笠原慎平氏（金沢大）

（10/9-31）脊椎動物化石の観察を

されました。

高田健太郎氏・齊藤優里氏（北

大）（6/24-26,7/3-6 ほか）大

学の卒業研究の一環で来館し、野外

調査も行いました。

（2019 年 11 月まで）
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学芸員　西村智弘

（文中の所属などは当時のもの。）

【公共交通機関による来館案内】（バス停「穂別中央」～博物館は徒歩約 10 分）
　往路（札幌・苫小牧方面▶博物館）
　 ・新千歳空港 10:40 ①▶穂別中央 12:03

　 ・苫小牧駅 7:58 ②▶鵡川駅 8:27 -( 乗換 )- 鵡川駅前 9:35 ③▶穂別中央 10:45

　帰路（博物館▶札幌・苫小牧方面）
　 ・穂別中央 16:17 ①▶新千歳空港 17:40

　 ・穂別中央 15:40 ③▶鵡川駅前 16:45 -( 乗換 )- 鵡川駅 17:55 ②▶苫小牧駅 18:24　

　①道南バス　新千歳空港直行便（1,500 円）　前日の 16 時までに予約（0145-45-2284）

　② JR 日高本線（750 円）

　③道南バス　穂別鵡川線（200 円） 　　※各料金は大人１人分

むかわ町穂別博物館
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カムイサウルスのこれまで①

　後にカムイサウルスと命名された恐竜の化石は、2003 年 4 月 9 日に穂別町在住の堀田良幸

氏によって発見されました。発見された場所はアンモナイトなどが産出する白亜紀の海底で

たまった地層で、発見当日に穂別町立博物館の櫻井和彦学芸員に連絡し回収しました。骨化

石は石灰質ノジュールと呼ばれる炭酸カルシウムが濃集し、周辺よりも硬くなっている岩石

の中に保存されていました。骨化石はノジュールが割れた断面しか見られなかったことと、

海の地層から発見されたことなどから首長竜（？）化石として、収蔵庫に保管されました。

　2010 年 11 月に首長竜の研究のため佐藤た

まき准教授（東京学芸大）が来館され、複

数の首長竜資料の観察をされました。2003

年に採集された“恐竜”化石は、珍しい種

類の首長竜であると考えられ、化石を岩石

から取り出すクリーニング作業の優先順位

を上げることをリクエストされました。

発見当時の露頭（旧林道脇の崖）

2010 年 11 月に来館された佐藤たまき准教授

（東京学芸大学）

採集された骨化石。ノジュールの断面に

見えるこげ茶色の部分が骨化石。

町民無料観覧日
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